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－公共測量－ 作業規程の準則の一部改正（案） 

 

付録４ 標 準 様 式 

 

新旧対照表 
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付録４ 標準様式 

改   正   （案） 現     行 
コメント 

付録４ 標準様式 付録４ 標準様式  

１．精度管理表  １．精度管理表  

様式１－１～１－６ 省略 

様式第１－７ 

 

 

C －

C －

C －

1/ m m m C －

㎜

№
N 1/

№ （ － ）

W E 1/ ｍ

m % ℃ ｆ/m

S m %

№

% % ° ° ° m

% %

° ° ° %

※

※

注１．※印の欄は、計画機関が記入する。
　２．ハレーションは、場所の判別（海、川、池、屋根等）を記入する。
　３．撮影高度は、大きい方の値を（撮影高度）　－　（計画撮影高度）　＝　差(m)

　差 　÷　　（計画対地高度）　＝　％
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白
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ｈ：ｍ

～

計画
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差
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※

m

%
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m

カ メ ラ 名

焦 点 距 離

飛 行 方 向

編集
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地 方 名
撮影高度 ※コ ー ス 間

基準面高

地 面 高
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影
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標
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気
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影
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ス
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ッ
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ャ
ド
｜

ボ
ケ
・
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乳
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ラ

光 輝 暗 影
航
跡
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ず
れ

階

　
　
調

最小

ＯＬ
Ｋ ω

コース方向

重 複 度

主点

基線長
φ

m

m

回転・傾斜角

現　　　像　　　記　　　録

ロール番号

年 月 日現 像 日

フ ィ ル ム

フ ィ ル ム 長

液 温 現像時間

m m

主　　任
　技　術　者

社　　内
検　査　者

印 画 紙

%最 小 重 複 度

印

印

%

※

作　　　業
機　関　名

採
　
否

日

月

　写　真　番　号

番号

社 内 検 査

年 月 日
　年　　　月　　　日
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指
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明
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監
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所

見

監 督 員
月

日
検

査

所

見

検 査 員
月

日

平均及集計

(最大値) (最大値)

(最小値) (最大値)

(最大値) (最大値)

 

様式第１－７ 
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№ （ － ）
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№
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社　　内
検　査　者

印

印

現像時間

現　　　像　　　記　　　録

※%

m

m

ロール番号
m

印 画 紙

現 像 日

フ ィ ル ム

フ ィ ル ム 長

液 温

m

縮 尺 対地高度

m
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ＯＬ
Ｋ φ ω

コース方向

重 複 度

主点

基線長
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ﾚ
ｌ
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ｮ
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標
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否

計

器

明

否

対

標

明

否

静

電

気

カ

ブ

リ

%

 

基準面高

地 面 高

回転・傾斜角

地 区 名

地 方 名
撮影高度 ※コ ー ス 間

差
～

カ メ ラ

ｈ：ｍ

撮 影飛 行 方 向

実施

m

コ ー ス

計画  

※

m

%

 

% %

ｇ %

※

※

注１．※印の欄は、計画機関が記入する。
　２．ハレーションは、場所の判別（海、川、池、屋根等）を記入する。
　３．撮影高度は、大きい方の値を（撮影高度）　－　（計画撮影高度）　＝　差(m)

　差 　÷　　（計画対地高度）　＝　％

検

査

所

見 日

日

月

月

監

督

所

見

監 督 員

検 査 員

平均及集計

（最　大）

（最小値） （最大値）

（最　大） （最　大）

 

 

用
紙
の
大
き
さ
は
Ａ
４
判
と
す
る
。 

フィルム航空カメラ撮影コース別精度管理表 

 

フィルム航空カメラ撮影コース別精度管理表 

 

用
紙
の
大
き
さ
は
Ａ
４
判
と
す
る
。 
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様式１－９～１－１１ 省略 

 

用紙の大きさはA４判とする。

Tz=
ボアサイト

REF→IMU
作業者 社内検査期間 人日 dz=

オフセット

REF→IMU
dx= dy= dz=

オフセット・

ボアサイト値

オフセット

REF→GNSS

同時調整

Tx=dx= dy= Ty=

往復差の

平均値（上段）と

最大値（下段）（ｍ）

X(E) Y(N) Z X(E)PDOP HDOP VDOP Y(N) Z
フィックス

解 X(E) Y(N) Z

解　の　品　質　基　準
位置 標準偏差の

平均値（上段）及び

最大値（下段）（ｍ）

位置 標準偏差の

平均値（上段）及び

最大値（下段）（ｍ）

姿勢 標準偏差の

平均値（上段）及び

最大値（下段）（度）

Y(N) Z
安定

フロート解

収束

フロート解X(E)

コ　ー　ス　数

作業機関名使用カメラ対地高度（ｍ）

計

測

高

度

（
ｍ

）

開

始

時

刻

終

了

時

刻

衛星数

平均（上段）

最少（下段）

DOPの平均値(上段)

と最大値(下段)
コ
ー

ス

番

号

３）

キネマティック解析（使用ソフト）

その他

使用した固定局 １） 最大連続除外数２）

仰角マスク

様式第 １－１１－２

GNSS/IMU計算精度管理表( 航空レーザ測量 )
作業名または地区名 計測年月日 計画機関名

除外された

GNSSデータ数

使用機器 主任技術者

社内検査者

㊞ 

㊞ 

最 適 軌 跡 解 析  ( 使用ソフト )度

 

 

 

追加 

様式１－１２ 省略 
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 様式１－１３ 空中三角測量精度管理表 削除 

様式１－１３ 様式１－１４ 番号変更 

  

 

様式１－１５ 様式１－１６ 番号変更 

 

注　点検箇所は21点以上とする。 用紙の大きさはA4判とする。

平均値

最大値

標準偏差

色　調 歪　み 写真接合 図郭接合

許容範囲

地図情報レベル

水平位置（標準偏差）

標高点（標準偏差）

検　測　値測　定　値
残　　差

平均値

最大値

標準偏差

平　面　位　置

X Y ｚ Z

25

22

23

24

19

20

21

16

17

14

15

番号番号
Y

作業機関名 主任技術者 社内検査者

ｘ ｙ

写 真 地 図 デ ー タ フ ァ イ ル 数 値 地 形 モ デ ル

測　　定　　値 検　　測　　値
残　　差

作業名

地区名 図郭名

X

6

10

11

7

8

24

25

2

3

4

16

17

18

19

20

21

10

11

12

13

14

15

2

3

4

5

22

23

12

9

18

13

様式第１－１６
世界測地系　　　写　真　地　図　作　成　精　度　管　理　表

自　　　　　　年　　　　月　　　　日　　～　　至　　　　　　年　　　 月　　　 日作  業  期  間

5

6

1 1

7

8

9
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様式１－１８から様式１－２６ 様式１－１９～様式１－２７ 番号変更 

２．品質評価表  ３．品質評価表 省略 

３．成果等  ３．成果等  

様式３－１～３－６ 省略 

１７ 

低密度域 

１８ 
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様式第３－７  

成果数値データファイル標準様式 

基本構造  

１) 1行 1レコードのカンマ区切りのテキストファイルとする。  

２）文字コードは ASCIIコード、漢字コードはシフト JISコードとする。  

３）拡張子は“TXT”とする。  

４）レコードの記述方法 

デ－タ区分  区切り  項目1  区切り ・・・・ 項目ｎ 区切り  CRLF  

デ－タ区分   その行のデータの種類を表す記号。1文字目が英字、2,3文字目が数字の 3文字とする。  

区切り     各データの項目は、「 ，」(カンマ)によって区切るものとする。  

項目を省略する場合は、「，，」とする。（スペースは入れない。）  

項目１～項目ｎ データ区分に応じて項目数は変わる。項目数は記述内容のとおり。  

CRLF      各行の終了コード（0D0Ah）で、各行の最大長は、CRLF を含まず、128バイトとする。  

 

留意事項  

１) 名称・コメントなど、文字として認識するデータには、“，”（カンマ）を使用しない。  

２) 点名称、測器名称、標尺名称、水準点番号などの名称、コメントは全角文字(英数字については半角文字)とし、それ以外の

データは、半角文字とする。 

 

記述内容 

 １)説明文 

データ区分：Z00 ～ Z02 

内  容： 作業内容のコメントを記載する。 

Z00 作業区分：新設、改算による座標変換、改測による座標変換 

Z01 作業年度、作業地域、基準点区分 

Z02 測地系： 0 (世界測地系) 、平面直角座標系番号 

２）開始データ 

データ区分： A00（基準点）、S00（水準点）  

内   容： 成果表データの開始フラッグ 

３）データ 

データ区分： A01（基準点）、S01（水準点） 

内   容：点番号、点名称、緯度、経度、Ｘ座標、Ｙ座標、座標系、標高、ジオイド高 

①点番号：基準点は５桁の整数、水準点は１１桁の整数を標準とする。 

②名 称：４０バイト以下 

③緯 度：小数点形式とし秒以下４桁とする。（DD°.MM′SS"SSSS ） 

④経 度：小数点形式とし秒以下４桁とする。（DDD°.MM′SS"SSSS）  

⑤Ｘ座標：小数点形式、ｍ単位とし、基準点はｍ以下３桁まで、水準点はｍ以下１桁までとする。 

⑥Ｙ座標：小数点形式、ｍ単位とし、基準点はｍ以下３桁まで、水準点はｍ以下１桁までとする。 

⑦座標系：平面直角座標系番号 

⑧標 高：小数点形式、ｍ単位とし、基準点はｍ以下３桁まで、水準点はｍ以下４桁までとする。 

⑨ジオイド高：（基準点に適用）小数点型式、ｍ単位とし、ｍ以下３桁までとする。 

 等   級：（水準点に適用）２桁の整数とする 

11～13：１等～３等 

       21～24：１級～４級 

         25：簡易 

４）データの終了 

データ区分： A99（基準点）、S99（水準点） 

内   容： 成果表データの終了フラッグ 

 
 

 

様式第３－７  

成果数値データファイル標準様式 

レコード長     128バイト以下を標準とする。 

ファイル形式    １行１レコードの MS-DOSテキストファイルとする。 

漢字コード     シフト JISコードとする。 

 

レコード記述方法 

記述方法 

 ・レコードの先頭には１レコードごとにデータ区分を記入する。 

 ・項目は「 ，」(カンマ)によって区切るものとする。(カンマセパレート形式) 

 ・項目を省略する場合は、「，，」とする。 

 ・レコードの終わり「，」(カンマ)とし改行する。 

 

記述内容 

 １)説明文 

データ区分：Z00 ～ Z02 

内  容： 作業内容のコメントを記載する。 

00 作業区分：新設、改算による座標変換、改測による座標変換 

01 作業年度、作業地域、基準点区分 

02 測地系： 0 (世界測地系)、1 (日本測地系)  

02 平面直角座標系 

２）開始データ 

データ区分： A00（基準点）、S00（水準点）  

内   容： 成果表データの開始フラッグ 

３）データ 

データ区分： A01（基準点）、S01（水準点） 

内   容：点番号、点名称、緯度、経度、Ｘ座標、Ｙ座標、座標系、標高、ジオイド高 

①点番号：基準点は５桁の整数を標準とする。 

水準点１１桁の整数を標準とする。 

②名 称：４０バイト以下 

③緯 度：小数点形式とし秒以下４桁とする。（DD°.MM′SS"SSSS ） 

④経 度：小数点形式とし秒以下４桁とする。（DDD°.MM′SS"SSSS）  

⑤Ｘ座標：小数点形式、ｍ単位としｍ以下３桁までとする。 

水準点は、小数点形式、ｍ単位としｍ以下１桁までとする。 

⑥Ｙ座標：小数点形式、ｍ単位としｍ以下３桁までとする。 

水準点は、小数点形式、ｍ単位としｍ以下１桁までとする。 

⑦座標系：平面直角座標系 

⑧標 高：小数点形式、ｍ単位としｍ以下３桁までとする。 

水準点は、小数点形式、ｍ単位としｍ以下４桁までとする。 

⑨ジオイド高：（基準点に適用）小数点型式、ｍ単位としｍ以下３桁までとする。 

 等   級：（水準点に適用）２桁の整数とする 

11～13：１等～３等 

       21～24：１級～４級 

         25：簡易 

４）データの終了 

データ区分： A99（基準点）、S99（水準点） 

内   容： 成果表データの終了フラッグ 

 

 

 

様式３－８～３－２０ 省略 
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用紙の大きさはA４判とする。

点名

No.

作業者

点検者

　　実測値　　H　=                  m

X Y

           三 次 元 計 測 デ ー タ 点 検 表

Z
ΔZ

較差（H-Z）
備　　考

世界測地系

地区名

点数(n)

様式第３－２１

平均値（        ）

最大値

最小値

　　　RMS誤差 =
  2

n

Z

Z
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世界測地系

用紙の大きさはA４判とする。

三次元計測
データの平均

水準との差
ΔH

様式第３－２２

             調 整 用 基 準 点 調 査 表

地区名

作業者

点検者

番 号 番 号 点 名 水準結果
水準との差

ΔH
三次元計測

データの平均
水準結果点 名

2 12

1 11

4 14

3 13

6 16

5 15

7 17

18

9

8

19

2010

データ数 平均値(m)

計測範囲全域の
水準との差

標準偏差

最小値（ｍ） 最大値－最小値最大値（ｍ）

 

 

 

 2

1




n

H

8



  

 

 

 

　用紙の大きさは、A4判とする。

点　数　(n )

平均値（m）

　標準偏差　=

　*　電子計算機タイプの場合は、その用紙を使用できる。
　　　ただし、上記の内容を満足するものとする。

最　大　値 （m）

最　小　値 （m）

備　　　　　　　　　考
Z X Y Z

較　　　差

⊿H
点　名

C　- C　-

X Y

作業機関

作 業 者

     コ　ー　ス　間　点　検　箇　所　残　差　表
様式第３－２３

世界測地系

地　区　名
点 検 者

 

 

 

 

様式３－２４～３－３２ 省略 

  

 2

1



n

H

9




